
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
取
り
扱
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
構
造
に
お
い
て
も
、

 

要
求
水
準
の
高
い
特
殊
な
楽
器
の
ひ
と
つ
だ
。
し
か
し
、

2
0
世
紀
か
ら

2
1世
紀
に
か
け
て
、

 

そ
の
大
き
さ
と
複
雑
さ
が
、
こ
の
楽
器
の
設
計
に
お
け
る
創
造
性
に
拍
車
を
か
け
た
。

文
  ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
ス
 
写
真

  テ
ィ
ボ
ー
・
ポ
ワ
リ
エ

音
を
解
き
放
つ
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圧
縮
し
た
空
気
を
利
用
し
て
音
を
奏
で

る
鍵
盤
楽
器
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
産

業
革
命
以
前
に
人
類
が
つ
く
り
出
し
た
最

も
複
雑
な
機
械
だ
っ
た
。
今
日
で
も
、
そ

の
製
作
に
は
長
い
年
月
と
膨
大
な
時
間

が
か
か
る
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
歴
史
は
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
遡
る
が
、
そ
の
黄

金
時
代
は
、
J

・
S

・
バ
ッ
ハ
と
彼
の
同
時

代
の
作
曲
家
た
ち
が
、
こ
の
楽
器
の
た
め

に
崇
高
な
音
楽
を
作
曲
し
た
17

世
紀
か

ら
18

世
紀
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
20

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
数
々
の
素

晴
ら
し
い
オ
ル
ガ
ン
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
発
展
の
歩
み
は
長

く
複
雑
だ
。
も
と
も
と
は
宗
教
と
は
無
関

係
の
世
俗
的
な
楽
器
だ
っ
た
が
、
10

世
紀

以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
で

定
着
し
、
12

世
紀
に
は
典
礼
の
な
か
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
国
際

的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
オ
ル
ガ
ン
奏

者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、﹁︵
オ

ル
ガ
ン
は
︶
人
間
と
神
の
対
話
の
仲
介
者

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
﹂
と
言
う
。

16

世
紀
以
降
、
オ
ル
ガ
ン
は
国
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
道
を
た
ど
り
、
デ
ザ

イ
ン
だ
け
で
な
く
音
色
も
大
き
く
異
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
違
い
は
時
を
経
る
に
つ

れ
て
拡
大
し
、
楽
器
と
し
て
の
使
わ
れ
方

も
多
様
化
し
て
い
く
。

19

世
紀
末
の
四
半
世
紀
、
作
曲
家
た

ち
は
交
響
楽
に
オ
ル
ガ
ン
を
取
り
入
れ
る

よ
う
に
な
り
、
1

8

7

8

年
に
は
パ
リ
の

ト
ロ
カ
デ
ロ
宮
殿
に
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て

の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
用
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

が
設
置
さ
れ
た
。
初
期
に
演
奏
さ
れ
た

シ
ャ
ル
ル

-

マ
リ
ー
・
ヴ
ィ
ド
ー
ル
の
﹁
オ

ル
ガ
ン
交
響
曲
第
6

番
﹂
は
、
カ
ミ
ー
ユ
・

サ
ン-

サ
ー
ン
ス
が
1

8

8

6

年
に
作
曲
し

た
不
朽
の
名
作
﹁
交
響
曲
第
3

番
﹂
を
は

じ
め
と
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
オ
ル

ガ
ン
交
響
曲
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。

オ
ル
ガ
ン
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
大
音

量
と
張
り
合
う
と
共
に
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
匹
敵
す
る
音
域
や
表
現
力
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
1

8

9

0

年
か
ら

1

9

2

0

年
代
に
か
け
て
巨
大
化
し
て
い

く
。
1

8

9

0

年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
市
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
グ
ラ
ン

ド
・
オ
ル
ガ
ン
は
、
約
9

0

0

0

本
の
パ
イ

プ
と
5

段
の
手
鍵
盤
︵
パ
イ
プ
を
制
御
す

る
鍵
盤
︶
を
備
え
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ

の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
シ
テ
ィ
に
あ
る
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
・
ホ
ー

ル
の
オ
ル
ガ
ン
は
、
こ
の
比
で
は
な
い
。

1

9

3

2

年
に
完
成
し
た
こ
の

巨
大
な
オ
ル
ガ
ン
は
、
7

段
の

手
鍵
盤
に
3

1

4

個
の
ス
ト
ッ

プ
︵
パ
イ
プ
へ
の
空
気
の
流
れ

を
調
整
す
る
装
置
︶
を
備
え
、

パ
イ
プ
の
数
は
3

万
3

1

1

2

本
に
も
な
る
。
こ
う
な
る
と

必
然
的
に
複
雑
さ
へ
の
反
動

が
生
じ
る
も
の
で
、
そ
の
流

れ
を
牽
引
し
た
の
が
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
医
療
宣
教
師

で
オ
ル
ガ
ン
奏
者
で
も
あ
っ

た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー
だ
。
1

9

0

6

年
に
彼

は
、

バ
ロ
ッ
ク
オ
ル
ガ
ン
の

﹁
よ
り
純
粋
な
﹂
音
色
と
単
純

な
構
造
へ
の
回
帰
を
訴
え
た
。

こ
れ
に
続
く
オ
ル
ガ
ン
改
革

運
動
︵
﹁
オ
ル
ゲ
ル
ベ
ヴ
ェ
ー
グ
ン
グ
﹂
と

呼
ば
れ
る
︶
は
、
20

世
紀
の
オ
ル
ガ
ン
設

計
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
古
い
楽
器

の
修
復
や
、
17

世
紀
か
ら
18

世
紀
に
作
曲

さ
れ
た
、
多
声
音
楽
の
演
奏
能
力
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
に
写
真
で
紹
介
す
る
オ

ル
ガ
ン
は
、
す
べ
て
第
二
次
世
界
大
戦
後

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
。
戦
争
は
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
オ
ル
ガ
ン
製
作

者
た
ち
は
、
過
去
に
学
び
な
が
ら
音
楽
的
、

技
術
的
な
進
歩
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
楽

器
を
つ
く
る
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
機
会

を
得
た
。
当
時
最
も
影
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
、
1

9

5

4

年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ

ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ホ
ー
ル
に
設
置
さ

れ
た
オ
ル
ガ
ン
だ
ろ
う
。
オ
ル
ガ
ン
奏
者

で
学
者
で
も
あ
っ
た
ラ
ル
フ
・
ダ
ウ
ン
ズ

が
設
計
し
た
こ
の
オ
ル
ガ
ン
は
、
公
費
で

購
入
さ
れ
た
た
め
﹁
納
税
者
の
オ
ル
ガ
ン
﹂

と
呼
ば
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
あ
る
デ
・

ド
ー
レ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
、
ロ
イ
ヤ

ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ホ
ー
ル
の
十
数
年

後
に
建
設
さ
れ
た
が
、
両
者
は
美
的
に
類

似
し
て
い
る
。
1

9

6

8

年
に
建
造
さ
れ

た
デ
・
ド
ー
レ
ン
の
オ
ル
ガ
ン
︵
写
真
40

〜

41

ペ
ー
ジ
︶
と
ロ
ン
ド
ン
の
そ
れ
と
の
間

に
も
類
似
点
が
見
ら
れ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ

の
オ
ル
ガ
ン
製
作
者
デ
ィ
ル
ク
・
フ
レ
ン
ト

ロ
ッ
プ
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
よ
う
な
パ

イ
プ
を
水
平
に
配
置
す
る
、
ス
ペ
イ
ン
発

祥
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
語
で
﹁
ア
ン
・
シ
ャ

マ
ー
ド
﹂
と
呼
ば
れ
る
様
式
を
オ
ル
ガ
ン

の
最
上
部
に
取
り
入
れ
た
、
独
特
な
デ
ザ

イ
ン
を
考
案
し
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
エ
ス
ビ
ャ
ウ
に
あ
る
デ
ン

マ
ー
ク
国
立
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
に
設
置
さ

れ
た
2

0

0

2

年
製
の
オ
ル
ガ
ン
︵
次
ペ
ー

ジ
︶
に
も
様
式
的
な
共
通
点
が
い
く
つ
か

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
音
色
や
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
エ

レ
ガ
ン
ト
な
格
天
井
を
張
っ
た
丸
屋
根
を

戴
く
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
、
1

9

0

7

年
に
発
電
所
の
タ
ー
ビ
ン
室
と
し
て
建

設
さ
れ
た
。
現
在
は
、
そ
の
卓
越
し
た
音

響
効
果
と
オ
ル
ガ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
名
の
知
ら
れ
た
室
内

楽
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
オ
ル
ガ

ン
を
製
作
し
た
の
は
、
マ
ー
カ
ッ
セ
ン
＆

サ
ン
社
︵
イ
ギ
リ
ス
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

の
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ル
に
設
置

さ
れ
た
5

5

0

0

本
の
パ
イ
プ
を
持
つ
オ

ル
ガ
ン
を
製
作
︶
で
、
同
社
で
経
験
を
積

［前見開きページ］

ダニエル ·ケルンは、フランスの

ル ·ペックにあるサン ·ティボー

教会のオルガンを設計した際、

高さ35mの巨大な紡錘形の

屋根を飾るステンドグラスが

隠れないように、オルガンを左右

ふたつに分割した。オルガンは

手鍵盤を2段備え、約1500本の

パイプ（当ページ）のうち

最大のものは高さ5mになる。

［次ページ］

デンマーク、エスビャウにある

国立音楽アカデミーの

オルガンは同校ホールのために

2002年、マーカッセン＆

サン社が受注製作したもの。

44個のストップレバーと

2828本のパイプを備え、

オルガン中央部の星形の

ツィンベルシュテルン · 

ストップは、取りつけられた

数個のベルを鳴らす。

筐体には、19世紀にデンマーク

王立海軍の艦船用に栽培された

デンマークのネイビー

オーク材が用いられている。



ロッテルダムのデ・ドーレン・

コンサートホールにある

1968年製のフレントロップ・

オルガンは、当初、交響楽的

ではなく、ネオバロック的な

音色を奏でるように設計されて

いたが、2004〜2010年に

かけて改修され、より温かく

深みのある音を響かせるように

なった。このオルガンは合計

5000本のパイプに5段の

手鍵盤を備えている。
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ん
だ
ポ
ー
ル-

ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン

は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
サ
ン
・

ピ
エ
ー
ル
大
聖
堂
の
オ
ル
ガ
ン
を
収
め
た
、

ゴ
ー
ル
ド
が
効
い
た
幾
何
学
的
な
筐
体
を

設
計
し
て
い
る
︵
44

ペ
ー
ジ
、
45

ペ
ー
ジ
右

上
︶。
オ
ル
ガ
ン
本
体
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の

メ
ッ
ツ
ラ
ー
・
オ
ル
ゲ
ル
バ
ウ
社
が
製
作

し
、
1

9

6

5

年
に
完
成
し
た
。
そ
の
姿
は
、

天
使
の
羽
を
思
わ
せ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
も
オ
ル
ガ
ン
製
作
の
長
く

輝
か
し
い
伝
統
が
あ
り
、
注
目
す
べ
き
現

代
オ
ル
ガ
ン
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の

最
た
る
例
の
ひ
と
つ
が
、
ア
ル
プ
ス
山
脈

高
地
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
ア
ル
プ
・
デ
ュ

エ
ズ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
デ
・
ネ
ー
ジ
ュ

︵
雪
の
聖
母
︶
教
会
に
あ
る
。
灯
台
の
よ

う
な
塔
を
持
つ
、
ガ
ラ
ス
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
つ
く
ら
れ
た
こ
の
教
会
は
、
1

9

7

0

年
に
建
築
家
ジ
ャ
ン
・
マ
ロ
ル
が
建
て
た

も
の
で
、﹁
神
の
手
﹂
を
模
し
た
オ
ル
ガ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
マ
ロ
ル
が

ド
イ
ツ
の
オ
ル
ガ
ン
製
作
者
デ
ト
レ
フ
・

ク
ロ
イ
カ
ー
と
共
同
で
設
計
し
た
も
の
で
、

1

組
の
パ
イ
プ
群
が
4

本
の
各
指
を
、
も

う
1

組
の
パ
イ
プ
群
が
親
指
を
形
づ
く
り
、

手
の
ひ
ら
に
は
ス
ウ
ェ
ル
ボ
ッ
ク
ス
︵
音

量
調
節
装
置
︶
と
い
う
独
創
的
な
配
置
と

な
っ
て
い
る
︵
当
見
開
き
ペ
ー
ジ
︶。
よ
り

新
し
い
も
の
と
し
て
は
、
パ
リ
郊
外
ル
・

ペ
ッ
ク
の
サ
ン
・
テ
ィ
ボ
ー
教
会
に
、
建
築

家
ダ
ニ
エ
ル
・
ケ
ル
ン
が
2

0

0

8

年
に
製

作
し
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
風
の
オ
ル
ガ
ン

が
あ
る
︵
36

〜
38

ペ
ー
ジ
︶。

最
も
革
新
的
な
現
代
オ
ル
ガ
ン
の
な
か

に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
芸
術
家
や

建
築
家
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の

も
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ヌ
エ
ル
・
J

・
ロ
サ

レ
ス
が
製
作
し
た
巨
大
な
オ
ル
ガ
ン
は
、
フ

ラ
ン
ク
・
ゲ
ー
リ
ー
が
2

0

0

3

年
に
設
計

し
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
圧
倒
的
な
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。
ゲ
ー
リ
ー
自
身
、
こ

の
オ
ル
ガ
ン
の
意
匠
を
巨
大
な
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
に
た
と
え
て
い
る
ほ
ど
だ
。
一
方
、

バ
イ
エ
ル
ン
州
キ
ッ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
に
あ
る
中

世
の
聖
ヨ
ハ
ネ
ス
教
会
に
据
え
つ
け
ら
れ

た
1

9

9

6

年
製
の
オ
ル
ガ
ン
︵
45

ペ
ー
ジ

左
、
お
よ
び
右
下
︶
に
は
、
ド
イ
ツ
の
現
代

1968〜1970年にかけて、

フランスのスキーリゾート、

アルプ・デュエズに建設された

ノートルダム・デ・ネージュ

教会のオルガンは、1978年に

完成した。礼拝に集まる人々は、

天窓の下に置かれたオルガンを

中心に、半円を描くように座る。

教会としては珍しく、演奏者の

手元が見える配置になっている。

最も革新的な 
現代オルガンのなかには、 
芸術家や建築家によって 
デザインされたものもある。
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イ
ン
ク
画
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
ス
マ
ン
に
よ
る

手
描
き
の
パ
ネ
ル
が
取
り
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
飛
び
交
う
鳥
の
翼
を
想
起
さ
せ
る
パ

ネ
ル
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ル
ー
ゲ
ル
ス
の
手
に

よ
る
オ
ル
ガ
ン
に
、
格
別
な
躍
動
感
を
与

え
て
い
る
。
フ
ル
ー
ゲ
ル
ス
い
わ
く
﹁
オ
ル

ガ
ン
の
筐
体
を
カ
ン
バ
ス
に
見
立
て
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
の
は
、

今
回
が
初
め
て
の
経
験
﹂
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

視
覚
的
な
も
の
、
目
に
見
え
る
も
の
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
。﹁
オ
ル
ガ
ン
の
基
本
的

な
仕
組
み
は
中
世
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
歴
史
の
あ
る
オ
ル

ガ
ン
の
音
を
聴
く
と
過
去
の
時
代
に
戻
っ

た
よ
う
な
気
分
に
な
る
﹂
と
、
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
マ
ク
ヴ
ィ
ニ
ー
は
語
っ
て
い
る
。
空
気

圧
部
品
と
電
子
部
品
は
長
い
間
、
オ
ル
ガ

ン
演
奏
の
あ
る
側
面
を
容
易
に
し
て
き
た

が
、
近
年
は
、
オ
ル
ガ
ン
が
抱
え
る
最
も

基
本
的
な
制
約
の
う
ち
の
ふ
た
つ
に
対
応

す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

伝
統
的
な
オ
ル
ガ
ン
は
、ス
ト
ッ
プ
レ
バ
ー

を
動
か
す
こ
と
で
一
度
に
複
数
の
パ
イ
プ

を
鳴
ら
す
が
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
パ
ー
オ
ル

ガ
ン
で
は
、
演
奏
者
が
個
々
の
パ
イ
プ
を

︵
時
に
は
数
千
本
も
︶
個
別
に
制
御
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
M

I

D

I

対
応

の
コ
ン
ソ
ー
ル
を
用
い
れ
ば
、
世
界
中
の

ど
こ
か
ら
で
も
オ
ル
ガ
ン
を
遠
隔
演
奏
で

き
る
。
同
様
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
オ
ー
ケ
ス
ト

リ
オ
ニ
ク
ス
社
が
開
発
し
たs

m
A

R
T

v
a
l
v
e

シ
ス
テ
ム
は
、
各
パ
イ
プ
に
送
り
込
む
空

気
の
量
を
制
御
す
る
こ
と
で
音
質
を
調
節

す
る
︵
従
来
、
パ
イ
プ
へ
の
送
風
は
オ
ン

か
オ
フ
か
の
2

段
階
制
で
作
動
し
て
い
た
︶。

一
方
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
エ
ス
プ
レ
ッ

シ
ー
ヴ
ォ
と
い
う
鍵
盤
シ
ス
テ
ム
は
、
演

奏
者
が
純
粋
に
機
械
的
な
鍵
盤
で
演
奏

す
る
の
と
同
様
の
タ
ッ
チ
感
度
を
、
電
子

キ
ー
ボ
ー
ド
上
で
実
現
す
る
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
オ
ル
ガ
ン
を
﹁
楽
器
の

王
様
﹂
と
呼
ん
だ
最
初
の
人
物
だ
が
、
こ

の
称
号
が
今
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る

理
由
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
オ
ル
ガ
ン

の
長
い
歴
史
と
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
が
革

新
を
阻
ん
で
い
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
真

実
は
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
よ
う
だ
。
オ

ル
ガ
ン
が
あ
く
ま
で
も
個
性
的
で
多
様

性
に
富
む
存
在
で
あ
り
続
け
る
か
ら
こ

そ
、
演
奏
者
は
こ
の
楽
器
に
魅
了
さ
れ
て

や
ま
な
い
の
だ
。
少
な
く
と
も
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
マ
ク
ヴ
ィ
ニ
ー
に
と
っ
て
は
、﹁
個
々

の
オ
ル
ガ
ン
が
持
つ
特
有
の
癖
と
向
き
合

う
の
が
、
こ
の
楽
器
を
演
奏
す
る
楽
し
み

の
ひ
と
つ
﹂
で
あ
る
ら
し
い
。

オ
ー
ナ
ー
・
エ
リ
ア
﹁
マ
ガ
ジ
ン
・
エ
キ

ス
ト
ラ
﹂
に
て
、
こ
の
記
事
の
関
連
コ

ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

p
a
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e
rs

［前ページ、および当ページ

右上］

スイスのジュネーブにある

サン・ピエール大聖堂に

1965年に設置された

このオルガンは、約6000本の

パイプと67個のストップを

備える、スイス国内で最大級の

オルガンのひとつで、

ネオバロック様式の音色に

調整されている。

［当ページ］

（左、および右下）バイエルン州

キッツィンゲンにある

聖ヨハネス教会のオルガンは、

パイプがそれぞれ異なる高さに

配置されている。筐体の全面を

横切るように配置された

流線形のパネルは、天井の

曲線と、オルガンの正面にある

ステンドグラスのまだら模様の

色彩と呼応している。




